
水前寺江津湖公園利活用・保全計画（本編・案）【概要版】

１計画の趣旨

２公園の概要

３現状と課題

1-1 目的・区域・期間・構成

1-2 計画の位置づけ

位置及び公園概要

公園の抱える課題

（１）計画の目的
水前寺江津湖公園の持つ価値をあらためて見つめ直し、今日の直面する課題を解決し

ていくとともに、自然と人との共生による持続可能性を見出し、この貴重な財産を次の
世代へ継承していくため、保全と利活用の両面から本計画を見直します。

（２）計画の対象区域
対象区域は、水前寺江津湖公園のうち、公園

として供用している区域とします。

（３）計画期間
令和2 年度(2020 年度)から令和13 年度(2031 年度)

12 年間

（４）計画の構成
本計画は本編、アクションプログラム、

資料編の３部構成とし､アクションプログラム
については本編策定後に策定します。

熊本市第8次総合計画

第3次熊本市都市マスタープラン

水前寺江津湖公園利活用・保全計画

熊本市動植物園マスタープラン

第４次熊本市地下水保全プラン
第４次熊本市環境総合計画
第２次熊本市生物多様性戦略

緑の基本計画

水前寺江津湖公園は、本市の中心部から南東へ
約5km の場所に位置する、東西に約2.0km、南北
に約3.5km、公園面積126.9ha の都市公園（広域
公園）です。
水前寺地区、出水地区、上江津地区、下江津地

区、広木地区、庄口地区の6 地区に分けられます。

（１）水環境の保全
・江津湖の湧水量

近年様々な取組により、湧水量は回復傾向にあるが、地下水採取量の増加かん
養域の減少による水収支の悪化が懸念されている

・江津湖の水質保全
公共下水道の整備により長期的に改善してきたが、ごみの流入やマイクロプラ
スチックの検出、硝酸性窒素濃度の上昇といった課題がある

（２）生物多様性の保全
・外来水草の繁茂

外来種の侵入や繁殖による生物多様性の損失や繁茂によるボート等公園利用の
阻害

・ヘドロ等の堆積
繁茂した水草の腐敗物や河川から土砂流入によるヘドロ等の堆積

・指定外来魚
電気ショッカー船のほか市民協働による駆除等により低密度管理が維持できて
いるが、稚魚の駆除や市民協働による駆除活動への新規参加者の獲得が課題

（３）市民協働による保全活動
市民協働によるボランティア活動や学習活動イベントは一定の成果をあげて
いるものの、持続可能性を高めるため、保全再生の取組を長期的に支える仕組
みが必要

（４）豪雨時の冠水と防災の取組
地震時の一時避難場所等に指定されている一方で、冠水が避けられないため、
防災についてハード・ソフト面のバランスの検討が必要

計画構成イメージ

（５）利用者の減少
指定管理者の調査では、近年利用者の減少傾向がみられる。

（６）動植物園や大規模イベント等他主体との有機的な連携と一体的活用
動植物園は水前寺江津湖公園に内包されているが、一体性に乏しくポテンシャ
ルを活かしきれていない。公園で開催されるイベント等の連携

（７）公園のアクセス性・周辺の回遊性
江津湖は広範であることから、新たな需要を取り込むために回遊性の向上が
重要

（８）歴史・文化・観光的価値の発信・活用・継承
様々な文化資源が知られていないため、活用継承していく環境整備が必要

（９）更なる利活用に向けた官民連携など
施設の老朽化や官民連携の取組の周知、公園への案内や週末の駐車場の不足

ボート利用を阻害する水草 水草が腐敗して堆積する様子 ボランティアの様子

水前寺江津湖公園位置図

豪雨時の冠水状況

今回対象

R9.3策定予定

水前寺江津湖公園利活用・保全計画

【本編】

「自然環境の保全」における課題

「公園の利活用」における課題

みどり政策課



「湧水により育まれてきた自然と人との共生」の継承
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４ 基本理念・基本方針

基本理念・基本方針

4-2 ゾーニング

基本理念

公園全域を、現在の自然環境や歴史・
文化資源を守る「保全エリア」として
設定した上で、生きものの生息・生育
の場や外来生物の繁殖状況の変化等を
踏まえながら、特に「公園の利活用を
行うエリア」と「自然環境の再生を行
うエリア」を設定し、これまで育まれ
てきた自然と人との共存・共生を、次
世代へ継承していきます。

○江津湖が誇る生物多様性が豊かな自然環境の保全・再生
○江津湖の生態系に影響を及ぼす外来生物の防除の推進
○江津湖の豊かな自然環境とその価値を生かした公園の活用を両立した自然と人と
の共存・共生

〇ハード・ソフトからなる治水・防災対策を行うことにより公園としての安全性を
高めることによる自然と人との共存

○計画期間内に100 周年を迎える動植物園などとの、より緊密な連携による効率的
で効果的な公園の利活用

○継続的に催しを行っている多様な主体と積極的な連携を行うことによる相互の
魅力向上

○江津湖の魅力及び自然環境の保全・再生へ向けた取組を発信することによる市民
の機運醸成

○関連団体や学校教育と連携した江津湖の自然を感じ学ぶ機会を創出し、新たな
担い手を育成

○市民や事業者が江津湖の自然環境の保全・再生に携わることができる仕組づくり
と貴重な江津湖の資産・資源の次世代への継承

基本方針（基本施策）

基本方針①清らかで豊かな地下水と健全な水循環の保全

基本方針②生物多様性の保全及び自然と人との共存・共生

基本方針③市民協働による自然環境の保全・再生

○江津湖の湧水量の確保につながる地下水量の保全
○江津湖の良好な水質の確保につながる河川や地下水の水質の保全
○地下水を育む上流域の自治体や関係機関と連携し“水循環”の大切さや地下水保全
に関する市民への意識啓発・醸成

○担い手の発掘・働きかけ・ネットワーク拡大等による持続可能な運営体制構築
○公園をデジタル技術等も活用した稼げる場所として、多様な主体による持続的
な経営・維持管理

○市民、関連団体・企業、行政が連携し公園の利用幅を拡大

基本方針④多様な主体・イベント等との更なる連携

基本方針⑤ポテンシャルを活かした空間の利活用・回遊性の抜本的向上

基本方針⑥歴史・文化・観光的価値の発信・活用・継承

基本方針⑦持続的な公園経営・次世代の担い手の育成

○江津湖が持つ地域資源（美しい景観、歴史、文化）や個性（スポーツ、レジャー、
水辺空間としての価値）に磨きをかけることによる公園の質の向上

○あらゆる移動手段を活用した、抜本的な回遊性向上
○高齢者・障がい者・こどもなど誰もが安心して利用できる公園づくり

○江津湖の歴史・文化を通じ江津湖に対して興味をもつ仕掛け作り
○江津湖の歴史・文化資源の後世への保存・継承
○デジタル技術等を活用した相互価値の向上
○公園価値の積極的な発信と観光需要等を取り込むことによる利用促進

５今後の進め方

行政をはじめ、市民や
関連団体、企業などが連
携した取組やエリアマネ
ジメントによる運営等を
行うとともに、PDCA サイ
クルに基づき進捗を管理
します。
また、必要に応じて計

画の修正を行います。

4-1 基本理念・基本方針

自然環境の保全

公園の利活用



計画の見直しについて 今後のスケジュール

●今後のスケジュール

・基本計画（本編）は令和8年6月に改定
・アクションプログラムについては令和8年度末に策定

R8.6本編改定
R9.3アクション
プログラム策定
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